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ここねっと 第６４号 

 登録団体：１１７、登録個人：４６  （２０２２年  ８月現在）  

佐野市市民活動センター 
 

さのフォーラム主催事業並びに市民活動センター第１回利用者連絡会  

つながる地域！新たな未来！ 

～これからのまちづくり～ 

日  時：令和４年７月２３日（土）15:00～17:00 

会  場：佐野商工会議所  大会議室  

 

地域の新たな未来を考える中で、人と人、人と地域など沢山の繋がりが生まれ続ける事

が、ずっと住み続けたい地域になると思います。  

新型コロナウイルス感染も 3 年目となり未だに終息の見えない環境化にあります。しか

しながら、自分達の歩みを止めることなく、今だからこそ老若男女問わず市民の方たち

が、まちづくりに対しての共通認識や人同士のつながりを作るべきと考え、講演会を開催

させていただきました。当日は、市民、地域、企業や行政が繋がることで、住まう地域の

楽しいまちづくりが生まれると提唱しておられます、コミュニティデザインラボ machi-

ku 代表の安藤哲也氏を講師としてお招きし、人と人とのつながりや地域コミュニティの重

要性についてお話をいただきました。  

講演後のワークショップでは、参加者が同じ写真を使用し、それぞれが感じた価値観を

理解するグループワークを行いました。同じ写真でも人それぞれ違う見方をする多様性を

受け入れる事でお互いの相互理解を深める事ができることを学ぶことが出来ました。相互

理解をした上で地域コミュニティでの取り決めや地域内でコミュニケーションを図り、人

と人とがつながっていくことがまちづくりにつながることを学びました。  

さらに子供たちが悩み、それを相談できる大人が親以外にいますかというアンケートの

回答で相談できると答えた子供はたったの 2％とい

うことを知り驚きました。学校だけではない、近所

に住む人同士の繋がりの希薄化が未来ある子供たち

にも影響がある事を知り、コミュニティの構築の大

切さを教えられた一日となりました。  

さのフォーラム  事業部  上岡  勇司  

 

 

 



佐野市立北中学校マイチャレンジ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

第４回ここねっとオープンデー みんなのしゃべり場 

 
 

７月９日、オープンデーの中で今年度 2 回

目となる「みんなのしゃべり場」を開催し、

支援者として若者の近くで活動する皆様にお

集まりいただきました。  

ボランティア団体の代表の方や、高校の先

生、社会福祉協議会でボランティア派遣に関

わる業務をされている方など、立場は様々で

ありましたが、経験豊かな方々から、今まで

の活動の紹介や現状の共有、今後の展望ま

で、熱のあるお話をたくさん聞くことができ

ました。  

このように、様々な角度から地域の若者を

支えている方々が顔の見える関係になり、ネ

ットワークが築かれることで、よりスムーズ

に若者たちのニーズを拾いマッチングさせ、

地域の力として送り出すことができるように

なるよう、市民活動センターとしても尽力し

ていきたいと思います。  

 ６月１４日（火）から１６日（木）の３日間、北中

学校の生徒２名がマイチャレンジという職場体験学習

のため、ここねっとで活動しました。  

 初日はとても緊張した様子でしたが、早速手話サー

クル「うさぎ」の皆さんにご指導いただき、習いたて

の手話を使って皆さんの前で自己紹介をしました。  

２日目には、佐野点訳サークルこばと会の皆さんの

活動を見学し、「小学生以来です！」と言いながら楽し

そうに点字に触れていました。  

最終日の３日目には、佐野市音訳ボランティアやま

びこの会の皆さんのご指導のもと、広報さのの音訳作

業を体験し、出来上がった音源は CD にして記念に持

ち帰りました。  

 この他印刷室を使った印刷作業や市役所での仕分け

業務などを体験し、来館する皆さんにも元気な挨拶で

対応してくれました。  

 活動にご協力いただいた登録団体の皆さん、どうも

ありがとうございました。  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 夏休み子ども学習講座 
 

 
 

 
 

福祉ボランティア体験 

 

 

市内の小中学生を対象に、夏休み子ども講座を実施し

ました。７月２４日には佐野短大の田村田先生によるポ

スター作成講座、７月３０日には小学校で校長先生をさ

れていたお二人の講師による科学実験、８月６日には佐

野共同高等産業技術学校の先生による木工工作教室と、

毎週子どもたちの元気な姿を見ることができた、楽しい

時間でした。  

「去年も参加した！」という子が、ぐんと大きくなっ

てまたこの講座に参加してくれたことは、何より嬉しい

ことであり職員にとっても大きな励みとなりました。  

また、今年度は全ての講座に高校生や個人登録の方が

ボランティアとしてご参加くださり、子どもたちの見守

りからデモンストレーションまで、様々な役割を担って

いただきました。講師の先生も「子どもたちに寄り添っ

て見守ってくれていましたね」と嬉しそうに話していま

した。ご参加いただいた皆さん、ありがとうございまし

た。  

 

８月２０日、小学４年生から中学３年生を対象に音訳

と点字作成を通し視覚障がい者への情報提供の仕方を体

験する、福祉ボランティア体験を実施しました。  

点字を見たことはあっても、パソコンを使って点字を

打つのは初めてという子が多かったのですが、普段から

パソコンを使い慣れているのか、あっという間に使いこ

なせるようになっていました。  

その他、発生練習や文章の読み方のコツを教わった後

に、音訳ソフトを使って自分の声を録音する音訳体験を

行いました。「緊張したけど楽しかった」という声をたく

さん聞くことができました。  

熱心にご指導いただいたやまびこの会、こばと会の皆

さんに感謝申し上げます。  

 



編集後記  

７月から新しい職員として勤務しています、長谷川幸枝です。今回情報紙「ここねっ
と」の編集にあたり、様々な登録団体の活動の様子を知ることができました。今後も取材
やイベントなどを通し、皆さんとの距離を縮め、共に市民活動を盛り上げていきたいと思
います。よろしくお願いします。  

これからの予定  
令和４年 １０月１日（土） 

     パネル作成講座 

令和４年 １０月８日（土） 

     ここねっとオープンデー 

・ZOOM 講座 

令和４年 １０月２３日（日） 

     佐野市ふくしフェスタ 

令和４年 １１月１２日（土） 

     ここねっとオープンデー 

     ・みんなのしゃべり場  

令和４年 １１月１３日（日） 

     朗読サークル凛の会  

     「朗読を楽しむ会」  

令和４年 １２月４日（日） 

     クリスマス工作教室  

令和４年 １２月１０日（土） 

     ここねっとオープンデー 

・季節の折り紙～冬～ 

  明るい不登校@栃木 
 
 
 
 
 
 
 
 
明るい不登校@栃木は、不登校の子や親が

一番辛く苦しむ”孤立”を、人との繋がりで解
消し一人で悩み苦しむことのないようにした
いと活動している団体です。  
現在、実際に集まって話をする会の開催だ

けでなく、クラブハウスという音声 SNS を
使って毎朝悩み相談や情報交換をする場の提
供もしています。会に参加する決心がつかな
かったり時間の調整が難しかったりしても、
クラブハウスを聞くだけでも様々な情報を得
ることができます。  
代表の髙實子さん自身も、お子さんの不登

校を経験し「私もたくさん泣いたし、間違え
た」とお話されており、「親にとっても味方
は必要。親を元気にしたい！」と明るい笑顔           
をみせていました。  

 佐野市市民活動センター
ここねっと  

 

〒327-0003   
佐野市大橋町 3211-5 
TEL/FAX 0283-20-5166 
MAIL：sanosc@sctv.jp 
HPhttps://www.kokonet-
sano.jp 
 
開館時間     
火～土     9：00～21：00 

日・祝日   9：00～18：00 
休館日   月曜日  /  

12 月 29 日～1 月 3 日  

佐野市民合唱団 Voice 

   

Voice は 30 年に渡る伝統を持つ合唱団
です。毎年夏に定期演奏会、12 月に第九合
唱演奏会を実施してきました。しかしコロ
ナの影響を受けて 2018 年の定期演奏会を
最後に演奏会が中断していました。公民館
の活動が制約される中で、合唱用のマスク
を手作りしたり、体調管理のための記録表
をつけたり、工夫して練習を続けてきまし
た。そして、今年 7 月 24 日に田沼中央公
民館で、ミニコンサートを開催することが
できました。団員の数も減り 30 名弱の発
表でしたが、相澤直人先生の指揮のもと充
実したステージとなりました。「感動した、
素晴らしかった」と感想をいただくことが
できました。コロナ禍の中、来場された皆
様にも感謝しています。  

Voice 事務局  尾崎則子  

 


